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授        業

科   目   名

単位数

担当教員

ICT活用と地域課題解決

前期 2単位

内田　善彦

添付ファイル

授業区分

科目
ナンバー

対象学科・
コース

経済学部、福祉情報学部 専門・総合・教職

配当学年

専門科目

2年以上

主   学   科 要    件 選択科目

担当形態 単独

開   講   期
オフィスアワー(常勤教員のみ)

② 授業方法
■ 講義　■ 演習　■ 実技　□ その他

③ 授業形態
■ 対面　□ ﾊｲﾌﾚｯｸｽ　□ オンライン　□ オンデマンド

④ 授業のテーマ及び到達目標
※本科目は6月2日に開講し、6月10日1限、2限、6月17日1限、2限、6月24日1限、2限、7月15日1限、2限に補講を行う。 7月21日、7
月28日は授業を行わない。
※日程をよく確認し自己責任のうえで履修すること（集中講義との日程重複に留意すること）。

地域をとりまく環境は大きく変化してきており、「地域における課題解決力」の向上が求められています。一方、情報社会は大きく
発展してきており、ICTの有効性・利便性が注目されています。
これらを踏まえ、SNS(Social Networking Service)を含むICTを活用した地域振興の在り方、ICTを活用した地域課題解決法は如何な
る方法があるのかということを、演習やディスカッションを通じで学びます。

⑤ 授業の概要
※本科目は6月2日に開講し、6月10日1限、2限、6月17日1限、2限、6月24日1限、2限、7月15日1限、2限に補講を行う。 7月21日、7
月28日は授業を行わない。
※日程をよく確認し自己責任のうえで履修すること（集中講義との日程重複に留意すること）。

初回のガイダンスで、講義の進め方と評価方法に関して確認をします。
また、講義内容は受講者人数の状況により弾力的に変更する場合があります。
※適時グループワークを取り入れて進めていきます。

⑥ 対応するディプロマ・ポリシー（専門科目のみ）
■ 知識及び技能の習得
■ 思考力・判断力・表現力等の養成
■ 主体性・多様性・協調性の養成
□ 地域貢献に関する意識の醸成

https://www.shunan-u.ac.jp/faculty/diploma_curriculum_policy/

書籍無し

⑦ 教科書

⑧ 参考図書

1冊目

2019 年発行年地域SNSによるガバナンスの検証: 情
報通信技術を活用した住民参加 (KDDI
総合研究所叢書)

書籍名

勁草書房出版社中野　邦彦著作者名

978-4326302789ＩＳＢＮ4,070 円金額(税込)

なし学内販売

2冊目

2016 年発行年地方創生大全書籍名

東洋経済新報社出版社木下 斉著作者名

978-4492212257ＩＳＢＮ1,650 円金額(税込)

なし学内販売



⑨ 履修上の注意 【先修条件科目 必須】

【先修条件科目 推奨】

【持参物】 ノートパソコン
【その他】 講義中に適時資料等を提示します。

⑩ 評価基準
(ⅰ)地域課題調査・分析の理解、(ⅱ)プロジェクト完成手法の理解、(ⅲ)ICTを利活用した地域振興・地域課題解決法の理解 三点に
ついて、⑪に示す方法で評価する。

⑪ 学生に対する評価

合計その他ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ発表・実技レポート小テスト試験

50% 50% 100%
⑫ 担当教員からのメッセージ（予習・復習内容・時間にも言及）
メディア発信の仕組みや方法を理解し、情報を分かりやすく正確に発信する力を身に付けましょう。
ICTを活用した地域課題解決の可能性について、共に深く議論しながら、知見を深めていきましょう。

【予習・復習について】
各回で行う内容を見直し知識を定着させること。その他必要なことは指示します（30～90分程度）。

⑬ 授業計画と学習課題
担当教員授業方法回数 授業の内容

内田　善彦講義
演習
実技

1 【6月2日(金)1時限】
ガイダンス
授業の進め方、地域をとりまく環境変化

内田　善彦講義
演習
実技

2 【6月9日(金)1時限】
地域における住民参画の必要性

内田　善彦講義
演習
実技

3 【6月10日(土)1時限】
地域における住民参画の必要性についてのプレゼンテーションの準備

内田　善彦講義
演習
実技

4 【6月10日(金)2時限】
地域における住民参画の必要性についてのプレゼンテーション

内田　善彦講義
演習
実技

5 【6月16日(金)1時限】
地域の課題解決におけるICT活用の可能性と課題

内田　善彦講義
演習
実技

6 【6月17日(土)1時限】
地域の課題解決におけるICT活用の可能性と課題についてのプレゼンテー
ションの準備

内田　善彦講義
演習
実技

7 【6月17日(土)2時限】
地域の課題解決におけるICT活用の可能性と課題についてのプレゼンテー
ション

内田　善彦講義
演習
実技

8 【6月23日(金)1時限】
関係人口増加

内田　善彦講義
演習
実技

9 【6月24日(土)1時限】
関係人口増加についてのプ レゼンテーションの準備

内田　善彦講義
演習
実技

10 【6月24日(土)2時限】
関係人口増加についてのプ レゼンテーション

内田　善彦講義
演習
実技

11 【6月30日(金)1時限】
新たな時代にむけたコミュニティビジネス

内田　善彦講義
演習
実技

12 【7月7日(金)1時限】
新たな時代にむけたコミュニティビジネスの内容のまとめ

内田　善彦講義
演習
実技

13 【7月14日(金)1時限】
新たな時代にむけたコミュニティビジネスの実装

内田　善彦講義
演習
実技

14 【7月15日(土)1時限】
各班の「新たな時代にむけたコミュニティビジネスの実装」の視聴と議論

内田　善彦講義
演習
実技

15 【7月15日(土)2時限】
授業のまとめ

⑭ 科目等履修制度
□ 科目等履修生(学生以外の一般履修者　若干名)を受け入れてもよい。
■ 科目等履修生を受け入れることはできない。

⑮ 実務家教員担当科目に関する記載


